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                             平成 11 年度プレ共同研究                   ※研究代表者 
NO 研  究  題  目 大 学 側 研 究 組 織 民間機関等研究組織 
１ 掘削発生土を再利用した流動化処理
土の変形特性に関する調査研究 
※建設ｼｽﾃﾑ工学科  助教授 木幡  行宏 (財)鉄道総合技術研究所 
構造物技術開発事業部 
２ ボタン電池サイズガスタービンの技
術課題に関する調査研究 
※機械ｼｽﾃﾑ工学科  助教授 新井  隆景 
                  助  手 笠原  次郎 
㈱ソフィアプレシジョン 
製造部 
３ 北海道における銅配管の孔食発生メ
カニズム 
※機械ｼｽﾃﾑ工学科  助  手 境    昌宏 ㈱荒川設備 
４ 光ファイバ機能デバイスの開発 ※電気電子工学科  助  手 佐藤  信也 古河電気工業㈱  
研究開発本部  
情報･電子研究所 
    
【研究紹介】 
ガス物質の声を聞く 
                 応用化学科 教授 吉田 豊 
    
 大気の中に我々の生活空間や数多くの工業の作業
空間がある。大気には種々の物質が浮遊あるいは存
在し、呼吸に必要な気体のみならず排気ガスや湧出
ガス等の有毒ガスも混在する。清浄な大気環境を保
つため、特に一酸化炭素ガスや有機溶媒ガス等の有
害ガスの存在や炭酸ガス量の増減等について広領域
の大気空間を常時監視する方法の開発を目指してい
る。 
 ガス物質に高エネルギを与えるとガス分子の励起
現象により光と熱を放出する。レーザ光をパルス状
にして大気中伝搬によりガス体に吸収させると、放
出された断続的な熱による圧力波を発生する。ガス
濃度に対応する圧力波を音として測定する。従来報
告されている方法は高出力のレーザを用い、測定対
象ガス種も限定される。生活および作業空間では人
体に危険な高出力レーザを適用出来ないため、レー
ザの出力を低くして感度や精度の高い種々のガス物
質の空間濃度を測定出来なければならない。 
 多くのガス物質を測定対象にするため多波長発振
可能で最大出力 20W 程度以下の小型放電管を作製し
た。さらに測定ガスの信号検出周波数をセルの形状
や重量等とレーザ光の変調周波数から検討し、数 W
のレーザ発振出力で発振周波数近傍の吸収波長帯を
有する数種のガスに対して数 ppm のガス濃度まで測
定できることを確認した。計測システムに対して 1
00W 電源があると発振する空冷および電子冷却式レ
ーザ放電管の使用等により可搬型システムに改良し
た。室内外の大気中炭酸ガス濃度の連続測定を行い、
ガスクロとの比較からほぼ同値になることを確認し
た。 
 現在の状況では警報システムとして有効であるが、
ガスの種類ごとのレーザ光波長と検出周波数を決め
ることによるガス物質の分離定量に検討を残す。 
システム概略図
平成 11 年度高度技術研修の募集のお知らせ  
名 称：「メカトロニクスと制御技術コース」 
主 催：室蘭工業大学地域共同研究開発センター 
日 時：平成 11年11月25日(木)、11月26日(金)、12月3日(金)  
場 所：室蘭工業大学地域共同研究開発センター 2 階 創設 10 周年記念産学交流室 
講 師：電気電子工学科 助教授 橋本 幸男  
対 象：民間企業等の研究者、技術者 
定 員：10 名(定員になり次第締切) 
参加料：22,600 円 
目 的： 制御の技術は機器を確実に動かすための手段として使われるだけでなく、製品に付加 
    価値を与えるための手段や人との親和性を考慮に入れた使いやすい機器を実現する手段 
    としても活用することができます。ワンチップマイコンが誰でも簡単に入手できるよう 
    になった現在では、個人的なレベルでも制御を活用するチャンスが広がってきています。 
     本研修では、地域の民間等の技術者及び研究者を対象とし、移動ロボットのマイコン 
    制御というメカトロニクスの例を通して、ワンチップマイコンの使い方、インターフェ 
    ースの組み方、制御の考え方など、制御を応用する際に必要となる基礎知識を習得する 
    ことを目的とします。
 
申 込：11月19日(金)までに電話(0143-46-5860)、FAX(0143-46-5879)でお申込み下さい。 
     なお、申込書には氏名、会社名、部局、役職、住所、電話、FAX 等をご記入下さい。   
    050-8585 室蘭市水元町 27-1 室蘭工業大学地域共同研究開発センター 事務室 
 
 
室蘭工業大学研究紹介開かれる  
研究協力会主催の研究紹介が 9 月 21 日(火)午後 1
時から 2 学科の紹介が行われた。最初に応用化学科
の橋本忠雄教授が学科紹介を行い、トピックス講演
を大平勇一助手が行った。次に情報工学科の前田純
治教授が学科紹介をした後、トピックス講演を畑中
雅彦助教授が行った。その後、各学科研究室にわか
れ研究室を見学し、大学の教官等との親睦を図る懇
親会が行われた。参加者は 36 名であった。 
 
 
 
 
中小企業見学会開かれる 
9月17日午後から今年で4回目の地元中小企業の経
営者等と大学教官等との大学と地域社会の活性化を
目的とする中小企業見学会が室蘭商工会議所主催で
行われた。今回の室蘭市内の見学企業はアオキ製作
㈱、㈱エヌイーティ、五嶋金属工業㈱、ニッテツ北
海道制御システム㈱の4社を見学した。見学先では企
業経営者等と大学教官等の間で活発な質疑応答が行
われた。参加者は21名であった。 
 
 
 
【運営委員会】 平成 11 年度第 5 回議事録（8月 20 日） 
 運営委員の中から飯島委員長代理を選出した。 
議題 1.ｾﾝﾀｰ長代理について 
 ｾﾝﾀｰ長が病気入院のため、緊急処置として、当面
の間、対外的な業務に対して三役から選考を願うこ
とについて、審議の結果、承認された。 
議題 2.中小企業見学会及び大学研究紹介について 
 ｾﾝﾀｰより 9月17日の中小企業見学会、9月21日の
大学研究紹介の協力の依頼があった。 
 
【運営委員会】 平成 11 年度第 6 回議事録（9月 7 日） 
議題 1.北海道ｱｶﾃﾞﾐｯｸｺﾝｿｰｼｱﾑ(仮称)について 
 9月2日に北海道大学で北海道ｱｶﾃﾞﾐｯｸｺﾝｿｰｼｱﾑ(仮
称)の説明会があり、その報告と意見交換が行われ
た。 
議題 2.㈱北海道 TLO(仮称)について 
 
報告事項 
1.中小見学会について 
20 名の定員に対して 6 名の参加しかないので参加者を
募って頂きたいとのお願いがあった。 
2.高度技術研修の実施について 
 当初は 11月19日(金)より各金曜日に行う予定であった
が、当日は第 12 回大学・企業技術交流会があるので 11月
25日(木)、26日(金)、12月3日(金)に変更した。 
